
















の新後期中等教育（New Senior Secondary、以下 NSS）で、２００９年９月より正式な選択科目で
ある「その他の言語（Other Languages）」の一つに日本語が導入されたことは大いに注目される。
１１年１１月には、NSSの修了要件かつ大学入学資格となる香港中等教育証書（Hong Kong Diploma
of Secondary Education、以下 HKDSE）の試験が初めて実施される。同試験を実施する香港試
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A 長男 地元日本語学校 ３年／N４取得、N３受験済。
次男 地元日本語学校 ３年／N４受験済。
B 娘 日系日本語学校 ３年／中級５クラス。
C 母 地元日本語学校 ３年／子どもの初中級（レベル７）。
D 母 地元日本語学校 ４年／初級レベル。




















































B 娘 兄妹で１台ずつ DSを持っている。
C 母 子どもは wiiや DS、プレイステーションのほか、携帯電話のアプリでも遊んでいる。



















































































































































A 母 長男は HKDSEを受験しないが受けるとしたら HKDSEの受験対策として現状と同様の時間と費用は負担可
能（月６時間で７２０ドル）。
長男 国際バカロレア選択なので制度が違う。受けるとしても週３～４時間程度の勉強が限度。英語・中国語など
他科目のほうが大切。
B 母 学校が情報をきちんと与えてくれるなら受験を希望する。
娘 できれば受験したいが学校側が選択科目を３つまでしか受験させてくれない。４科目受験できるなら日本語
を選択したい。
C 母 希望する。選択肢が広がり、公的に認められた資格が取れる。
D 母 子どもの学習の状況をみて決めたい。
E 父母 希望する。日本語ができるなら受験するのが当然。
８．震災・円高の影響
８－１．震災の子どもの日本語学習への影響
全員 ない。
B 母 かえって日本事情に深く注目するようになったと思う。
８－２．円高の子どもの日本語学習への影響
A 母 ない。でもしばらく日本への旅行を控える。
B 母 学校が提供するコース内容に沿って勉強しているだけなので特に影響はないと思う。
娘 特にない。
C 母 学習への影響はないが、日本への旅行や日本製品の買い物は控えている。
D 母 円高で日本旅行に行きにくくなっただけ。
E 父母 特にない。
９．家庭の状況
９－１．家庭内での使用言語
A 母・子 広東語
B 母・娘 広東語・英語（インドネシア人メイド）
C 母 広東語・英語（フィリピン人メイド）
D 母 広東語・英語（フィリピン人メイド）
E 父母 広東語・英語（時々）・日本語（時々）
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９－２．日本語以外に学んでいる言語
A 長男 学校の課外活動でスペイン語を週１時間４５分学んでいる。講師はスペイン人。
次男 学校の授業で北京語を学んでいる。
B 母 特にない。
娘 学校の授業で北京語を学んでいる。
C 母 北京語。
D 母 北京語。
E 父母 今はまだない。
９－３．インタビューを受けていない保護者の意識
A 母 何か語学を勉強することに対して父親も賛成している。
B 母 大いに賛成している。普段あまり子どもに会えない分、子どものやりたいことをやらせてあげたいと思って
いる。
C 母 外国語を学ぶことには賛成している。どの言語を学ぶかは、母と息子が相談して決めた。
D 母 賛成している。
E 父母 両親共にインタビューを受けたが、共に日本語学習に賛成している。
１０．目標
１０－１．日本語能力の到達度についての希望
A 母 雑誌やテレビが分かるレベル。生活が豊富になるから。
長男 英語やボディランゲージを使わずに日本人とコミュニケーションが取れるレベル。
次男 ペラペラになりたい。
B 母 子ども自身に興味があるなら大学で日本研究をするようなレベル。
娘 日本人と自然な会話ができるようなレベル。
C 母 日本人と日本語でコミュニケーションが取れるレベル。
D 母 子どもの希望次第。
E 母 特にない。まずは楽しく勉強できればいい。
１０－２．将来日本語を使用する場面についての希望
A 母・子 旅行。
B 母 子供が興味を持てる場面であれば何でも。
娘 好きな歌手と日本語で話せる。
C 母 旅行。子どもが希望するなら日本語を使う仕事（日本語教師、日本語通訳）などの道を考えてもいい。
D 母 旅行で通訳が出来るようになってほしい。
E 父母 特に考えたことはない。今は別に何か目的があって学ばせているわけでないから。何かを学ぶのはごく普通
のことだから。
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